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本
を
あ
わ
せ
て
、
計

一
九
本
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
巻
首
の
一
本
に

続
い
て
、

「唐
子
間
国
三
蔵
沙
門
実
見
難
陀
訳
」
と
記
す

一
本
が
あ

っ
た
と
す

れ
ば

（裏
面
は
な
し
）、　
合
計
二
〇
本
で

一
把
で
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る
。

元
興
寺
の
こ
け
ら
経
で
は
、
二
〇
本

一
組
の
根
元
を
こ
よ
り
で
ゆ
わ
え
た
例

が
あ
る
。
扇
面
の
よ
う
に
広
げ
て
読
経
し
、
表
が
終
れ
ば
裏
返
し
て
読
ん
だ
ら

し
い
。
本
例
も
も
と
は
こ
よ
り
で
ゆ
わ
え
ら
れ
た
ま
ま
、
放
棄
さ
れ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

①
は
こ
け
ら
経
写
経
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

「
×
七
月
十
四
日
　
地

蔵
講
経
　
加
賀
公
分
」
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
け
ら
経
の
写
経
や
転
読
に
か

か
わ
る
内
容
を
も
つ
。

⑫
は
経
典
名
を
把
握
し
て
い
な
い
が
、
下
部
の

「
三
　
十

一
」
は
、
例
え
ば

三
巻
の
十

一
番
目
と
い
う
よ
う
に
、
こ
け
ら
経
の
順
序
を
示
し
た
も
の
と
解
さ

れ
る
。
元
興
寺
に
も
同
様
の
例
が
あ
る
。
本
遺
跡
の
こ
け
ら
経
に
も
、
ほ
か
に

「
地
上
　
四
」
と
下
部
に
記
す
も
の
が
あ
り
、

「
地
蔵
菩
薩
本
願
経
上
巻
」
の

第
四
番
目
の
意
味
か
と
思
わ
れ
る
。

⑩
は
五
輪
塔
状
に
左
右
側
辺
を
刻
ん
だ
笹
塔
婆
で
あ
る
。
以
上
に
示
し
た
も

の
の
ほ
か
に
、
五
輸
塔
の
絵
、
僧
侶
の
顔
、
烏
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
武
士
の
横
顔

を
細
筆
で
描
い
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
地
中
か
ら
出
上
し
た
こ
け
ら
経
と
し
て

は
残
り
の
よ
い
も
の
で
あ
り
、
本
簡
学
の
立
場
か
ら
も
種
々
の
考
察
が
可
能
で

あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
７
　
中
井
一
夫
、
８
　
和
田
率
）

奈
良
。藤
原
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
木
之
本
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
一
二
月
ｉ

一
九
八
六
年
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
舟
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
田
英
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衛

・
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
―
八
世
紀
初
頭

７
　
逹退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

香
久
山
の
西
麓
に
お
い
て
一
九
八
五
年
の
第
四
五

・
四
六
次
調
査
に
続
い
て

第
四
七

・
五
〇
次

（西
）
調
査
を
行

っ
た
。　
第
四
五

。
四
六
次
調
査
地
を
合
わ

せ
た
総
面
積
は
二
〇
〇
〇
〇
ポ
で
、
ほ
ば
藤
原
京
左
京
六
条
三
坊
の
東
北
坪
と

東
南
坪
に
当
た
る
。
こ
の
う
ち
第
四
七

・
五
〇
次

（西
）
調
査
地
は
六
条
三
坊

の
中
心
部
お
よ
び
東
北
坪
西
南
部
に
当
た
る
。
両
調
査
地
は
東
西
に
接
し
て
始

り
、
面
積
は
合
わ
せ
て
四
〇
〇
〇
ド
で
あ
る
。

第
四
五
次
か
ら
第
五
〇
次
ま
で
の
調
査
の
所
見
を
簡
略
に
述
べ
る
と
、
遺
構

は
古
墳
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
藤
原
官
期
は
Ａ

・
Ｂ
二
時

期
に
大
別
で
き
る
。

Ａ
期
は
道
路
と
区
画
の
塀
を
中
心
と
し
た
時
期
で
、
東
三
坊
坊
間
路
、
六
条

条
間
路
、
坪
の
周
囲
を
限
る
塀
、
坪
を
東
西
あ
る
い
は
南
北
に
三
分
す
る
塀
な



ど
で
あ
る
。
坊
間
路
は
八
二
ｍ
、
条
間
路
は
六
〇
ｍ
分
を
検
出
し
た
が
、
条
間

路
は
想
定
位
置
よ
り
約

一
四
ｍ
北
に
あ
る
。
両
路
は
調
査
地
西
端
で
交
差
す
る
。

建
物
は
、
東
南
坪
に
小
規
模
建
物
二
棟
、
東
北
坪
に
三
棟
あ
る
。
こ
の
三
棟
の

建
物
は
柱
筋
を
揃
え
る
関
係
に
あ
る
が
、
そ
の
性
格
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ

る
。
坊
間
路
の
北
に
は
東
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
三
〇
が
あ
り
、
奈
良
時
代
に
も
存

続
す
る
。
調
査
地
東
端
の
香
久
山
に
近
接
す
る
付
近
に
は
幅

一
九
ｍ
以
上
、
深

さ

一
・
二
ｍ
の
南
北
大
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
四
三
が
あ
り
、
東
三
坊
大
路
想
定
位
置
に

当
た
る
が
、
大
規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
藤
原
京
の
東
堀
河
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。
先
の
東
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
三
〇
は
こ
の
Ｓ
Ｄ
四

一
四
三
に
接
続
す
る
。

Ｂ
期
は
道
路
や
区
画
の
塀
が
大
き
く
改
め
ら
れ
、
大
規
模
な
建
物
が
整
然
と

配
さ
れ
て
坊
内
の
利
用
状
況
が

一
変
す
る
時
期
で
あ
る
。
ま
ず
条
間
路

・
坊
間

路
や
、
東
南
坪
を
南
北
に
分
け
る
塀
は
廃
さ
れ
、
東
北
好

。
東
南
坪
と
も
坪
内

を
東
西
に
三
分
す
る
南
北
塀
よ
り
西
が

一
体
の
も
の
と
し
て
利
用
さ
れ
、
東
半

部
は
空
閑
地
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

建
物
は
、
坊
間
路

・
条
間
路
が
交
差
し
て
い
た
位
置
の
や
や
南
で
、
坊
の
中

心
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
七
間
×
三
間
の
身
舎
に
上
庇
の
つ
い
た
東
西
棟
建
物
Ｓ

Ｂ
五
〇
〇
〇
が
あ
り
、
こ
れ
を
中
心
に
八
棟
の
東
西
棟
建
物
や
南
北
棟
建
物
が

整
然
と
並
ぶ
。
Ｓ
Ｂ
五
〇
Ｏ
Ｏ
は
こ
の
建
物
群
の
正
殿
と
み
ら
れ
、
前
殿
や
脇

殿
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
建
物
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
建
物
群
は
正
殿
が
坊
の
中
心
部
に
く
る
の
で
、　
一
坊
全
体
の
占
地

に
基
づ
く
配
置
と
考
え
ら
れ
る
が
、　
一
坊
の
占
地
は
藤
原
京
で
は
初
め
て
の
検

出
例
で
あ
る
。
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
官
殿
邸
宅
と
も
、
官
衝
と
も
考
え
ら
れ

る
が
明
確
で
な
い
。

次
に
奈
良
時
代
に
な
る
と
、
大
規
模
な
区
画
施
設
や
整
然
と
し
た
建
物
群
は

み
ら
れ
な
ぐ
な
る
が
、
な
お
建
物

一
〇
棟
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
引
続
き
重
要

地
域
と
し
て
機
能
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

調
査
地
南
半
で
は
塀
と
溝
に
よ
る
方
形
区
画
内
に
南
北
に
並
が
二
棟
の
東
西

棟
建
物
を
配
置
し
て
消
り
、
北
半
で
は
総
柱
の
倉
庫
風
建
物
や
、
東
西
に
並
ボ

小
建
物
が
あ
る
。
ま
た
藤
原
京
Ａ
期
以
来
の
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
三
〇
が
こ
の
時

代
に
も
存
続
し
て
お
り
、　
そ
の
第
四
七

・
五
〇
次

（西
）
調
査
地
内
で
木
筒

。

墨
書
土
器
が
出
上
し
た
。
ま
た
第
四
七
次
調
査
地
に
は
大
溝
の
南
岸
に
接
し
て

井
戸
Ｓ
Ｅ
四
七
四
〇
が
あ
り
、
呪
符

・
墨
書
土
器
が
出
上
し
た
。

東
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
三
〇
は
坊
の
想
定
心
か
ら
三
六
ｍ
北
の
位
置
に
あ
り
、

総
長

一
二
〇
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
東
方
で
は
幅
四

・
五
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
で

あ
る
が
、
西
に
向
か
っ
て
次
第
に
深
く
な
り
、
調
査
地
西
端
で
は
幅

一
一
ｍ
、

深
さ

一
・
八
ｍ
を
測
る
。
東
端
は
南
北
大
溝
に
接
続
す
る
が
、
溝
底
の
レ
ベ
ル

か
ら
み
て
西
流
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
北
岸
は
比
較
的
直
線
的
で
、
当
初
の

姿
を
と
ど
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
南
岸
に
は
大
き
く
え
ぐ
ら
れ
た
部
分
が

あ
る
。
堆
積
土
は
下
か
ら
茶
褐
色
砂
礫

。
青
灰
色
粘
質
土

・
灰
褐
色
粘
質
土
お

よ
び
淡
い
褐
色
粘
質
土
に
分
け
ら
れ
る
。
茶
褐
色
砂
礫
層
は
濤
底
に
わ
ず
か
に

残
存
し
、
七
世
紀
の
遺
物
を
含
み
、
こ
の
濤
の
開
削
が
藤
原
官
期
ま
で
さ
か
の

ば
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
青
灰
色
粘
質
土
は
奈
良
時
代
の
層
で
、
何
度
も
流
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路
を
変
え
な
が
ら
流
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
が
、
し
だ
い
に
滞
水
す
る
よ
う

に
な
り
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
。

こ
の
溝
か
ら
は
多
数
の
遺
物
が
出
上
し
て
い
る
が
、
藤
原
宮
期
の
も
の
は
少

な
く
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
遺
物
が
多
い
。
主
な
遺
物
と
し

て
は
、
木
簡
二
五
点
、
塁
書
の
あ
る
斎
串

一
点
、

「
香
山
」
の
墨
書
土
器
三
点

な
ど
墨
書
土
器
六

一
点
、陶
硯

・
緑
釉
獣
脚
硯

・
風
字
硯

・
黒
色
土
器
、
土
馬
・

製
塩
土
器

。
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
、
輔
羽
日
、
パ
ル
メ
ッ
ト
押
捺
文
軒
丸
瓦
、
人

形

・
斎
串

。
刀
子
形

・
馬
形
、
木
針
、
櫛
、
琴
柱
、
鉄
釘
、
和
同
開
琳
が
出
土

し
た
。
木
簡
と
墨
書
の
あ
る
斎
串
は
東
西
大
溝
の
う
ち
、
南
岸
に
接
す
る
井
戸

付
近
か
ら
西
の
奈
良
時
代
の
層
か
ら
出
上
し
た
。
霊
亀
三
年
の
年
紀
の
あ
る
も

の
が
あ
り
、
他
の
木
簡
も
奈
良
時
代
前
半
の
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
な
う
。

東
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
三
〇
の
南
岸
に
接
す
る
井
戸
Ｓ
Ｅ
四
七
四
〇
は
、
方
形

横
板
組
で
、
内
法

一
辺
○

。
九
ｍ
あ
り
、
横
板
は
平
均

一
二
枚
ほ
ど
残
り
、
高

さ
三

。
Ｏ
ｍ
内
外
で
あ
る
。
掘
形
は
上
端
が
径
約
六
ｍ
の
不
整
円
形
で
、
底
部

は
一
辺

一
・
七
ｍ
内
外
の
方
形
と
な
る
。
深
さ
は
三

・
六
ｍ
あ
る
。
井
戸
枠
内

か
ら
は
呪
符

一
点
の
他
、

「
香
山
」
の
墨
書
土
器

一
〇
点
な
ど
墨
書
土
器
三

一

点
、
土
師
器

。
須
恵
器

・
黒
色
土
器
、
瓦
、
鎌

・
環
状
鉄
製
品

・
鉄
釘

。
小
環

付
金
鋼
製
細
棒
、
無
文
銀
銭

。
和
同
開
弥
等
が
出
上
し
た
。
上
器
は
最
下
層
か

ら
飛
農
Ⅵ
ｉ
平
城
官
Ⅲ
段
階
、
下
層
か
ら
平
城
宮
Ⅲ
段
階
、
中
層
か
ら
平
城
宮

Ⅵ
段
階
、
上
層
か
ら
は
九
世
紀
ｉ

一
〇
世
紀
初
頭
の
も
の
が
出
上
し
た
。
呪
符

は
最
下
層
か
ら
、
墨
書
土
器
の
大
部
分
は
下
層
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。

８
　
木
衝
の
釈
文

・
内
容

井
戸
Ｓ
Ｅ
四
七
四
〇

ω

　

「
□

不
殺
　
（符
篠
）未
方
女
者
」

（
上
面
二
墨
線
ア
ツ
）

東
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
四
一
三
〇

②

　

「
収
霊
亀

三
年
稲

養

×

①
　
。
「菜
採
司
謹
白
奴
□
鳴
逃
〔酢
配
」

14)

名
別
申
病
女〔剛
酌
妃
□

甲
⊆
発
つま

百
十
七東
一面
ヵ〕

名
四
月〔剛
配
日

〔〓
一ヵ
〕

名
代
□
斗
…
□

「
斗
四
升
」

□
小
豆
□
□
□
」

〔人
ヵ
〕

□
夫
等

μ
釦
〇
×

牌
伽
×

伽
　
　
〇
⇔
騨

（μμ∞）
Ｘ
（］〇）
×
ヽ
　
Φ∞
μ

］
〇
∞
×
中
Φ
Ｘ
∞
・
枷
　
　
Ｏ
μ
μ

（∞Φ中）
×
μ∞
×
卜　　〇
牌Φ

Ｏ
Φ
μ

（
枷
μ
＋
や
Φ
）
Ｘ
∞
］
Ｘ
〕

Ｏ
μ
Φ

駕

×
ρ

じ

ｘ
∞
　

ｏ
驚

（∞卜）
×
］Φ
Ｘ
卜　　Ｏ
μΦ

（ヽ
Ｐ）
×
（牌∞）
Ｘ
解　　
〇∞
Ｐ



名
＜
近
江
国
蒲
×

二
，＜
宿
□

戸
ｘ

「＜
六
斗
」

「左
京
職
」
（斎
串
）

ll②    llll l10

○ 木号収破分出土地
0 既出土地
A 奈良県調査出土地
数字 :調査次数

②
の
木
簡
は
官
司
あ
る
い
は
庄
所
な
ど
で
の
稲
の
収
納
を
示
し
て
い
る
が
、

貢
進
物
荷
札
や

「菜
採
司
」
と
記
し
た
木
簡
が
あ
る
の
で
官
司
の
可
能
性
が
あ

ろ
う
。
天
平
二
年
の

『
大
倭
国
正
税
帳
』
に
よ
れ
ば
養
老
四
年
と
七
年
に

「香

山
正
倉
」
の
存
在
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
木
簡
と
関
係
が
あ
ろ
う
か
。
多
量
の

「香
山
」
の
墨
書
土
器
が
出
て
い
る
よ
う
に
、
カ
グ
ヤ
マ
を

「
香
山
」
と
書
く

例
は
多
い
。
⑫
は
斎
串
で
、
左
京
職
は
平
城
京
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る

と
、　
平
城
左
京
職
と
こ
の
場
所
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。

平
安
京
の
例
で

は
左
京
職
の
官
衝
神
と
し
て
左
京
二
条
に
久
慈
真
智
命
神
が
祀
ら
れ
て
お
り
、

『
延
喜
式
』
（神
名
上
）
で
は
こ
の
神
に
つ
い
て

「
本
社
　
坐
大
和
国
十
市
郡
天

香
山
坐
櫛
真
命
神
」
と
あ
る
の
で
、
天
香
山
に
鎮
座
の
神
を
分
祀
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
手
掛
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥

。
藤
原
官
発
掘
調
査
出
土
木
衡
概
報
い
』

（
一
九
八
七
年
）

同

『
飛
鳥

。
藤
原
官
発
掘
調
査
概
報

一
七
』
全

九
八
七
年
）

（加
藤
　
優
）
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